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◆

王
育
徳
紀
念
館
の
二
つ
の
意
義

二
〇
一
八
年
九
月
九
日
、
父
の
故
郷
の
台

南
市
に
「
王お
う

育い
く

徳と
く

紀
念
館
」
が
開
館
し
た
。

一
九
四
九
年
に
二
十
五
歳
で
台
湾
を
出
て
以

来
、
帰
国
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
父
が
、
晴
れ

て
故
郷
に
迎
え
ら
れ
た
日
で
あ
っ
た
。
九
十

三
歳
の
母
も
出
席
し
て
御
礼
の
挨
拶
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

「
王
育
徳
紀
念
館
」
が
ど
の
よ
う
に
受
け

と
め
ら
れ
る
の
か
は
、
遺
族
と
し
て
一
番
不

安
に
思
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
本
年
六
月
現

在
、
す
で
に
二
万
三
千
人
の
見
学
者
が
あ
っ

た
と
い
う
（
紀4

念
館
は
台
湾
の
表
記
）。

日
本
李
登
輝
友
の
会
の
理
事
や
会
員
の
皆

様
の
中
に
も
、
わ
ざ
わ
ざ
台
南
ま
で
見
学
に

行
っ
て
下
さ
っ
た
方
が
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

る
よ
う
で
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。

王
育
徳
の
紀
念
館
を
造
る
話
は
、
以
前
か

ら
台
南
市
の
文
学
者
た
ち
を
中
心
に
出
て
い

た
が
、
本
決
ま
り
に
な
っ
た
の
は
二
〇
一
六

年
五
月
、
母
と
私
が
当
時
の
頼
清
徳
・
台
南

市
長
と
食
事
を
共
に
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
蔡
英
文
政
権
が
発
足
し
た
か
ら
こ
そ

で
き
た
〝
英
断
〟
で
あ
っ
た
と
思
う
。
育
徳

は
台
湾
で
も
そ
れ
ほ
ど
有
名
で
は
な
い
し
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
っ
て

い
た
人
物
で
あ
る
。
そ
ん
な
人
物
の
紀
念
館

を
公
費
で
造
る
こ
と
は
、
一
昔
前
に
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
紀
念
館
は
、
育
徳
の
業
績
を
展
示
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
実
は
も
う
一
つ

意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
、
台
湾

人
が
戦
後
数
十
年
も
の
間
、
失
っ
て
い
た
も

の
を
形
に
し
て
示
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

台
湾
人
意
識
を
持
つ
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ

た
時
代
に
、
本
当
は
息
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
は
ず
の
台
湾
人
の
思
想
や
生
活
や

文
化
を
、
日
本
で
育
ん
だ
王
育
徳
を
通
し
て

表
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

育
徳
は
、
一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
年
）

に
紀
念
館
か
ら
徒
歩
数
分
の
台
南
市
本
町

一
生
を
台
湾
の
夜
明
け
に
捧
げ
た
父
王
育
徳

「
王
育
徳
紀
念
館
」
の
開
館

台
湾
独
立
建
国
聯
盟
日
本
本
部
委
員
長
・
本
会
理
事

王お
う

　
明め
い

理り

王育徳の生家から徒歩数分の台南公会堂裏の「呉園」内に造られた王育徳
紀念館（台南市民権路 2段30號、月曜日と火曜日は休館）
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（
現
在
の
民
権
路
二
段
）
に
生
ま
れ
た
。
教

育
熱
心
な
親
の
希
望
も
あ
っ
て
、
当
時
の
子

供
が
受
け
ら
れ
る
最
高
の
日
本
教
育
を
受
け

て
育
っ
た
。
兄
、
王お
う

育い
く

霖り
ん

に
「
将
来
は
台
湾

社
会
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
ろ
う
」
と
励
ま

さ
れ
、
兄
と
同
じ
台
北
高
等
学
校
、
東
京
大

学
へ
進
学
し
た
。
李
登
輝
先
生
は
高
校
の
一

年
後
輩
に
あ
た
る
。
台
高
で
は
哲
学
や
原
典

講
読
ま
で
学
び
、
社
会
を
担
う
に
足
る
教
養

を
身
に
付
け
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
い
う
台
湾
人
の
知
識
や
教

養
の
蓄
積
は
、
日
本
の
敗
戦
と
共
に
終
焉
を

迎
え
た
。
戦
後
の
台
湾
の
状
況
は
終
戦
後
の

日
本
以
上
に
過
酷
で
最
悪
で
あ
っ
た
。
台
湾

人
の
意
志
も
問
わ
ず
に
日
本
人
に
よ
る
法
治

か
ら
中
国
人
に
よ
る
人
治
へ
と
、
強
制
的
に

理
不
尽
な
変
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
台
湾
に
は
知
識
水
準
の
高
い
、
近
代

思
想
を
持
つ
台
湾
人
が
六
百
万
人
も
住
ん
で

い
た
が
、
接
収
に
来
て
戦
利
品
の
よ
う
に
占

領
し
た
中
国
人
は
規
律
も
良
識
も
な
い
前
近

代
的
な
人
々
で
あ
っ
た
。
特
に
、
台
湾
人
に

と
っ
て
苦
痛
だ
っ
た
の
は
、
台
湾
語
や
唯
一

の
リ
テ
ラ
シ
ィ
で
あ
っ
た
日
本
語
を
禁
止
さ

れ
、
全
く
の
外
国
語
の
よ
う
な
北
京
語
の
習

得
を
強
要
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
育
徳
は
台
南
一

中
の
社
会
科
教
師
を
務
め
る
傍
ら
、
演
劇
の

分
野
で
活
躍
し
、
一
世
を
風ふ
う

靡び

し
た
。
し
か

し
、
劇
中
で
国
民
党
を
皮
肉
っ
た
た
め
に
政

府
に
目
を
付
け
ら
れ
、
こ
れ
が
後
に
亡
命
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
原
因
と
な
っ
た
。

一
九
四
七
年
二
月
二
十
八
日
、
中
国
人
の

圧
政
に
対
す
る
台
湾
人
の
不
満
が
爆
発
し
、

全
島
に
台
湾
人
の
自
治
を
求
め
る
抗
議
活
動

が
広
ま
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
「
二
・
二
八
事

件
」
は
蒋
介
石
軍
に
よ
る
無
差
別
殺さ
つ

戮り
く

に
よ

っ
て
無
惨
に
も
鎮
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

蒋
介
石
軍
は
特
に
日
本
教
育
を
受
け
た
エ

リ
ー
ト
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
。
犠
牲
者

は
約
三
万
人
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
育
徳
の

兄
育
霖
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
育
霖
は
台

湾
人
で
初
め
て
日
本
の
検
事
に
な
っ
た
人

で
、
戦
後
、
台
湾
の
法
曹
界
を
担
う
つ
も
り

で
帰
国
し
新
竹
市
の
検
察
官
と
な
っ
た
が
、

正
義
感
が
強
か
っ
た
が
故
に
中
国
人
に
睨
ま

れ
、
わ
ず
か
二
十
八
歳
で
命
を
落
と
す
こ
と

に
な
っ
た
。

二
・
二
八
事
件
以
降
も
国
民
党
の
弾
圧
は

執
拗
に
続
き
、
一
九
四
九
年
に
蒋
介
石
が
台

湾
へ
逃
げ
込
む
こ
と
に
な
る
と
、
戒
厳
令
が

再
施
行
さ
れ
、
取
り
締
ま
り
は
一
層
強
化
さ

れ
た
。「
逮
捕
者
リ
ス
ト
の
次
は
王
先
生
で

す
よ
、
早
く
逃
げ
て
下
さ
い
」
と
知
人
に
促

さ
れ
、
育
徳
は
や
む
な
く
台
湾
を
離
れ
た
の

だ
っ
た
。
ま
ず
、
香
港
に
渡
り
、
そ
こ
か
ら

船
で
日
本
に
密
入
国
し
た
。
翌
年
、
当
面
の

帰
国
は
難
し
い
と
判
断
し
た
育
徳
は
、
妻
子

を
呼
び
寄
せ
た
。
そ
し
て
、
次
女
の
私
が
生

ま
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
日
本
政
府
に
申
し
出

て
、
正
式
な
亡
命
（
特
別
在
留
許
可
）
を
認

勉学に励んでいた昭和11年（1936年）当
時の兄の王育霖（台北高等学校）と王育
徳（台南一中）兄弟
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め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

育
徳
は
そ
の
後
、
二
度
と
台
湾
に
帰
れ
ぬ

ま
ま
、
日
本
で
生
涯
を
閉
じ
た
。
し
か
し
、

日
本
で
得
た
自
由
な
環
境
の
な
か
で
、
様
々

な
台
湾
に
関
す
る
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
つ
ま
り
、
日
本
に
来
た
か
ら
こ
そ
、
台

湾
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

ま
ず
、
東
京
大
学
に
復
学
し
台
湾
語
の
研

究
に
取
り
組
ん
だ
。
後
に
「
台
湾
語
音
の
歴

史
的
研
究
」
に
よ
り
文
学
博
士
と
な
っ
た
。

大
学
で
教
鞭
を
執
る
傍
ら
、
台
湾
文
学
の
研

究
、
台
湾
独
立
運
動
（
中
華
民
国
体
制
か
ら

の
独
立
）、
台
湾
の
歴
史
書
の
執
筆
、
台
湾
人

元
日
本
兵
士
の
補
償
請
求
運
動
な
ど
に
全
力

を
傾
け
た
。
特
に
、
台
湾
独
立
運
動
の
た
め

に
設
立
し
た
「
台
湾
青
年
社
」
は
海
外
に
お

け
る
台
湾
独
立
運
動
を
組
織
的
に
発
展
さ
せ

て
い
く
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

◆

テ
ー
マ
ご
と
に
分
け
た
五
つ
の
部
屋

王
育
徳
紀
念
館
は
、
業
績
を
展
示
す
る
の

に
、
五
つ
の
部
屋
を
テ
ー
マ
ご
と
に
分
け
、

全
て
の
説
明
文
に
中
文
と
日
本
文
を
併
記
す

る
こ
と
と
し
た
（
第
二
室
の
み
、
台
湾
語
と

日
本
語
の
併
記
）。

第
一
室
：
文
学
青
年
か
ら
多
面
的
活
動
家
へ

（
年
表
、
実
家
に
関
連
す
る
物
品
、
幼
少
期

か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
遺
品
、
著
作
な
ど
の

展
示
の
他
、
公
視
テ
レ
ビ
制
作
の
「
台
湾
百

年
人
物
誌
─
王
育
徳
の
巻
」
の
上
映
）

第
二
室
：
言
葉
は
民
族
の
魂
で
あ
る
─
台
湾

語
の
研
究
（
台
湾
語
に
関
す
る
論
文
や
著
作

の
展
示
、
著
書
『
台
湾
語
入
門
』『
台
湾
語

初
級
』
の
た
め
に
育
徳
自
身
が
吹
き
込
ん
だ

音
声
や
外
国
語
大
学
で
の
授
業
の
音
声
が
聴

け
る
装
置
な
ど
）

第
三
室
：
民
主
と
自
由
を
求
め
て
─
台
湾
独

立
運
動
（
関
連
資
料
、
台
湾
独
立
運
動
の
同

志
の
紹
介
、
機
関
誌
『
台
湾
青
年
』
が
創
刊

号
か
ら
五
百
号
ま
で
閲
覧
で
き
る
装
置
、
育

徳
自
身
が
吹
き
込
ん
だ
「
台
独
の
声
」
が
聴

け
る
電
話
な
ど
）

第
四
室
：
非
情
の
判
決
を
乗
り
越
え
て
─
台

湾
人
元
日
本
兵
補
償
（
育
徳
が
一
九
七
五
年

か
ら
亡
く
な
る
ま
で
、
全
力
を
注
い
だ
台
湾

人
元
日
本
兵
の
た
め
の
活
動
の
全
般
の
説
明

や
、
活
動
に
使
用
さ
れ
た
資
料
の
展
示
、
尽

力
し
た
台
高
関
係
者
の
紹
介
な
ど
）

第
五
室
：
小
さ
な
書
斎
が
大
き
な
世
界
を
開

く
（
育
徳
の
自
宅
の
書
斎
の
再
現
。
東
京
の

自
宅
か
ら
搬
入
さ
れ
た
勉
強
机
、
書
棚
、
文

房
具
、
台
湾
青
年
社
の
会
議
や
補
償
問
題
の

事
務
に
使
わ
れ
た
座
卓
、
碁
盤
な
ど
）

ま
た
紀
念
館
に
入
る
と
、
す
ぐ
左
手
に
李

登
輝
先
生
か
ら
贈
ら
れ
た
言
葉
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。

〈
王
育
徳
紀
念
館
に
寄
せ
て

�

李
登
輝

つかの間の休暇で京都大学近くの哲学の道を訪れた50代
後半の王育徳・雪梅夫妻
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王
育
霖
さ
ん
と
王
育
徳
さ
ん
の
兄
弟
は
、

と
も
に
私
の
台
北
高
等
学
校
の
尊
敬
す
る
先

輩
で
し
た
。
兄
、
育
霖
さ
ん
は
台
湾
の
司
法

を
背
負
っ
て
立
つ
人
材
で
し
た
が
、
非
常
に

残
念
な
こ
と
に
二
二
八
事
件
で
犠
牲
に
な
ら

れ
ま
し
た
。
弟
の
育
徳
さ
ん
は
日
本
に
亡
命

さ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
東
京
で
一
度
お
会
い

し
、
台
湾
の
将
来
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

住
む
場
所
も
与
え
ら
れ
た
環
境
も
異
な
り

ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
共
通
の
理
念
で
結
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
台
湾
人
の
幸
せ

を
願
い
、
そ
の
為
に
最
善
を
尽
く
す
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

育
徳
さ
ん
の
魂
は
こ
の
地
で
、
台
湾
の
幸

福
を
見
守
り
続
け
る
で
し
ょ
う
。〉

李
登
輝
先
生
が
一
九
六
一
年
、
台
湾
独
立

運
動
者
で
あ
っ
た
育
徳
の
自
宅
を
密
か
に
訪

問
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
産
経
新
聞
に
連

載
中
の
「
李
登
輝
秘
録
」
第
三
部
「
政
治
弾

圧
時
代
の
苦
悩
①
②
」（
六
月
十
八
日
、
十
九

日
掲
載
）
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
秘

話
で
あ
っ
た
が
、
着
目
す
べ
き
は
、
同
時
代

人
の
李
登
輝
先
生
と
王
育
徳
が
、
心
の
中
に

「
台
湾
人
の
理
想
的
な
国
を
つ
く
る
為
に
一

生
を
か
け
よ
う
」
と
い
う
共
通
の
理
念
を
持

っ
て
、
ぶ
れ
ず
に
貫
い
た
こ
と
で
あ
る
。

◆

父
の
切
望
が
芽
吹
い
た
台
湾

開
館
約
二
ヵ
月
前
、
東
京
の
王
家
か
ら
物

品
が
台
湾
へ
向
け
て
運
び
出
さ
れ
た
。
母
は

「
紀
念
館
を
見
に
来
て
く
れ
る
人
に
、
複
製

で
は
な
く
本
物
を
見
せ
た
い
か
ら
何
で
も
持

っ
て
行
っ
て
下
さ
い
」
と
潔
か
っ
た
。
長
年

見
慣
れ
た
品
々
が
梱
包
さ
れ
出
て
行
っ
た
後

に
残
さ
れ
た
の
は
、
机
と
書
棚
の
置
か
れ
て

い
た
場
所
の
少
し
青
い
畳
の
跡
だ
け
だ
っ

た
。
柱
に
も
た
れ
て
座
り
込
ん
だ
母
は
し
ば

ら
く
言
葉
を
発
し
な
か
っ
た
。
寂
し
い
気
持

ち
は
私
も
同
様
で
あ
っ
た
。
日
本
に
来
て
か

ら
一
つ
一
つ
増
え
て
い
っ
た
品
々
は
、
ど
れ

も
が
父
の
生
き
て
い
た
証
だ
っ
た
の
だ
。
な

ん
だ
か
父
が
母
を
置
い
て
台
湾
に
一
人
で
帰

っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
空
っ
ぽ
の
部
屋
で
母
と
二
人
、
来

し
方
の
よ
し
な
し
ご
と
を
語
り
合
っ
た
。

一
九
八
五
年
、
父
は
六
十
一
歳
の
若
さ
で

旅
立
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
、
一
九
八
六

年
の
民
進
党
の
誕
生
も
、
一
九
八
七
年
の
台

湾
人
元
日
本
兵
士
補
償
問
題
の
解
決
の
た
め

の
議
員
立
法
の
成
立
も
、
一
九
八
八
年
の
李

登
輝
総
統
の
誕
生
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
父
が
切
望
し
た
こ
と
が
、

ち
ゃ
ん
と
芽
吹
い
た
の
だ
。
信
念
の
ま
ま
に

一
生
を
捧
げ
た
父
の
生
き
方
を
私
は
誇
り
に

思
う
と
同
時
に
、
そ
ん
な
愚
直
な
人
を
紀
念

館
を
作
っ
て
迎
え
て
く
れ
た
故
郷
の
人
々
に

心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

王育徳著『昭和を生きた「台湾青年」』の育徳と日本で
密会した1961年 6 月のエピソードを読まれる李登輝先生
（2018年 3 月、台北市内のご自宅にて）


